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少年時代に帰ったように、この⼈は、どこに⾏って、どこから帰ってきたのか、 

⼤きなお世話だが、いろいろな想定が考えられる。住⼈が多いだろうが、旅⼈もいるだろう。 

とにかく、⼈間ウオッチングが興味深い。欧州のお国柄もわかる。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 



クリスマスも近い、皆さん、どんな 1 年だったのだろう。 

今、⽇本全国、京都や鎌倉、東京始め、いろいろ取材のための機会をもたせてもらった。 

朝昼晩、定点ウオッチする時もあった。⾷事処もスーパーマーケットもある。 

問題は、夢と現実。フランスでの格差社会の⽬撃。 

 

 

 

 

 

 

 

   


